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研究成果の概要（和文）：1990年代以降のジャック・デリダの思想について研究し、彼が「来
るべきデモクラシー」という概念を通じてデモクラシー概念をどのように変容したかを明らか
にした。デリダは、権力の「残虐性」を変容させるような実践として、贈与、歓待、赦しとい
う戦略を提示している。私たちは、そうしたデリダ的実践の可能性を明確化するために、『権力
と抵抗』、『新自由主義と権力』、「民主主義の自己免疫とその反転」などを刊行した。 
 
研究成果の概要（英文）：We researched the philosophy of Jacques Derrida after the 1990s 
and clarified the transformation of the concept of democracy through his notion of 
“democracy to come”. Derrida presented the strategies of gift, hospitality, and forgiveness 
as the practices to transform the “cruelty” of the power. To clarify the possibilities of these 
Derridian practices, we published Power and Resistance, Neoliberalism and Power, 
“Auto-immunity of Democracy and its reversal”, etc.  
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１．研究開始当初の背景 
 日本におけるジャック・デリダの哲学の研
究は、これまで、初期における伝統的哲学テ
クストの脱構築について、中期における哲学
的かつ文学的な脱構築実践についての研究
を中心としてきたため、後期の政治的な脱構
築実践、とりわけ「来るべきデモクラシー」
概念についてはあまり研究されてこなかっ
た。本研究は、後期デリダの政治的な脱構築
実践について、とりわけ「来るべきデモクラ
シー」概念を通じたデモクラシー概念の変容
について論じる。 
 
２．研究の目的 
 ジャック・デリダの思想、とりわけ 1990
年代以降の彼の思想における、デモクラシー
概念の変容について研究する。デリダは 1990
年代から、「脱構築は正義である」として「来
機関番号：１２１０２ 
研究種目：若手研究（B） 
研究期間：2008～2011   
課題番号：２０７２００１８ 
研究課題名（和文） ジャック・デリダの思想とデモクラシー概念の拡張 
研究課題名（英文） The Philosophy of Jacques Derrida and the Transformation of the 
Concept of Democracy 
 
研究代表者 
佐藤 吉幸（SATO YOSHIYUKI） 
筑波大学・人文社会系・講師 
研究者番号：90420075 
 
 
るべきデモクラシー」という概念を提示し、
国家権力の「残虐性」を変容させるような実
践として、贈与、歓待、赦しという戦略を提
示した。そのような思想に基づいて、現在の
デモクラシーがどのような形に変容されう
るかを探求することが、本研究の目的である。 
 
３．研究の方法 
 具体的には、デリダの 1990年代の政治的
テクスト、とりわけ『友愛のポリティックス』、
『法の力』、『ならず者たち』を読解するとと
もに、その問題系と関連する、バリバール、
マルクスなどのテクストを分析した。また、
デリダの『友愛のポリティクス』、『法の力』
と、カール・シュミット『政治的なものの概
念』、『独裁』、『政治神学』を並行的に読
解しつつ、新自由主義＝新保守主義の時代に
おける「例外状態の常態化」（ベンヤミン／
アガンベン）という事態について検討した。
また、『ならず者たち』における国家の残虐
性に関する考察を、フロイト的な「死の欲動」
概念とともに検討した。 
 
４．研究成果 
 デリダとベンヤミンによれば、現代的な権
力の特徴は、法措定的暴力と法維持的暴力と
の分離の「停止＝止揚」であって、その際に
法措定的暴力は法維持的暴力によって「反復
されている」。これが意味するのは、グロー
バリゼーションに伴う「セキュリティ」への
関心の増大に伴って、現代の主権権力が、既
存の法律の適用にとどまらず、しばしば行政
命令という非立法的な手段を通じて法律を「
発明」し、セキュリティの確保を図ろうとす
る、という事態である。こうした「例外状態
の常態化」という統治パラダイムの実例を、
ジョージ・W・ブッシュ政権下のアメリカ合衆
国における対テロ政策、また、サルコジ政権
下のフランス共和国における、2005年に起き
た郊外での暴動への対抗措置に見出すことが
できる。こうした事態は、シュミットの概念
を用いれば、敵＝異質者を排除するための「
委任独裁」の常態化に相当する。デリダが「
友愛のポリティックス」や「歓待」といった
概念を提唱しているのは、新自由主義＝新保
守主義の時代におけるこのような「例外状態
の常態化」という事態に対してなのである。 
 こうした観点に基づいて、新自由主義＝新
保守主義時代の権力メカニズムを考察し、そ
れを『新自由主義と権力』にまとめた。また、
ポスト構造主義の権力理論に関するより幅
広い分析を『権力と抵抗』にまとめた。また、
表象文化論学会第六回大会において、「デリ
ダと来るべきデモクラシーの問い」というパ
ネルを宮崎裕助氏（新潟大学）、長坂真澄氏
（京都大学大学院）と共同で組織し、その
成果を学会誌『表象』に「民主主義の自己
免疫とその反転」として発表した。 
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